
ク
ワ
l
l
ク
ン

な
っ
た
。
向
こ
の
外
山
郎
元
年
に
帆
船
持
明
丸
を
山

う
た
こ
と
が
見
え
る
が
‘
そ
れ
は
滞
の
産
物
方
用
の

・
も
の
で
あ
っ
た
。

グ
ン
ケ

グ
ン
シ
ズ
カ
イ

軍
詞
図
解

一
加
。
有
神
武
氏

の
誌
で
、
城
取
に
つ
い
て
の
悶
併
で
あ
る
。
箆
永
四

年
に
成
っ
た
。

グ
ン
シ
ヨ
サ
イ
セ
キ

群
書
採
捺

板
垣
信
純
一
括
。

年
来
捗
四
割
す
る
-
加
の
誌
記
録
の
張
。
文
を
放
悲
し
た
も

の
で
、
苧
保
十
七
年
卯
秋
染
老
怒
信
制
と
住
い
て
ゐ

る。

凶
に
鑑
び
、
定
に
敏
械
を
第
四
高
等
以a
校
・
第
五
日

等
州
中
校
そ
の
他
の
中
部
可
然
校
に
執
り
、
暁
年
郷
に
郎

。
、
昭
和
十
一
年
十
一
且
十
五
日
病
問
担
し
た
、
平
年

七
十
九
。

一
者
す
腕
蒜
設
護
部
が
あ
る
。

タ
ワ
ヤ
ヲ
ド
リ
〈
わ
や
絹

三
郎
記
に
、
流
永

十
九
年
前
川
利
引
山
の
小
松
に
町
た
時
、
孟
附
徐
の
削

に
、
同
印
刷
玄
訴
の
子
小
姓
が

『
手
討
に
て
紛
争向
し
、

似
納
長
々
と
し
て
大
小
指
し
、
そ
の
時
分
の
〈
わ
や

を
ど
り
』
を
刷
っ
て
、
務
λ
の
明
米
を
回
附
し
た
と
あ

る。

郡
家
。

グ
ン
ゴ
ウ
コ
ヲ
フ
コ
ウ

郡
郷
国
府
考

一

加

。

即
訓
話
不
討
。
郷
郷
附
附
考
外
政
品
川
、
す
べ
て
加
れ
に

闘
す
る
も
の
を
合
刊
制
し
て
あ
る
。

グ
ン
ザ
イ

郡
宰

明
治
二
年
三
且
サ
六
日
制
治

局
を
む
き
、
能
美
術
半
・石
川
河
北
川
宰
・
羽
咋
鹿
島

榔
指
・側
主
妹
洲
川
小
平
・務
披
樹
宰
・射
水
柿
宰
・下
新

川
柑
揺
を
之
に
印
刷
せ
し
め
た
。
悩
治
局
は
磁
の
御
部

所
で
、
山
山
芋
は
間
出
の
御
州
州
都
行
で
あ
る
。

グ
ン
ジ

郡
司

令
の
制
に
減
れ
ば
、
附
司
の
配

下
に
邸
し
亡
抑
の
政
務
を
行
ふ
も
の
を
郡
司
と
い
う

た
。
榔
詞
に
は
大
領
・
少
衡
が
あ
0
、
術
開
山
に
し
亡

時
務
に
地

へ
る
者
を
柿
せ
ら
れ
る
o
X中山政
・寸
侃
…

が
あ
り
、
同制
m
w
胞
似
に
し
亡
m白
川町に
工
な
る
も
の
を

任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
他
辺
住
及
び
索
中
山
が
あ
っ
た
。
榔

は
大
樹
・上
泌
・巾
榔
・下
榔
・小
榔
の
五
等
に
分
か
っ

た
が
、
そ
の
山
榔
は
十
一
郷
乃
主
八
郷
、
下
都
は
七

郷
乃
vt
土
ニ
郷
か
ら
成
る
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
弘

仁
十
四
年
の
幼
に
よ
れ
ば
、
加
到
凶
江
泊
榔
は
八

郷
、
石
川

mは
八
郷
、
加
賀
地
は
八
郷
を
有
し
た
こ

と
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、円
程
容
は
皆
巾
制
に
列
し
、

能
炎
附酬
は
抗
棚
田
で
あ
っ
た
か
ら
下
部
の
制
で
あ
っ
た

ら
う
。
能
品
目
は
各
川
内
の
郷
鍛
不
明
で
あ
る
が
、
加羽

咋
・鹿
島
・鳳
-F
が
巾
部
、
珠
洲
が
下
郡
か
と
思
は
れ

る
。
是
を
以
て
法
の
剖
制
定
に
臨
う
て
中
泌
は
大
観
一

人
・少
鎖
一
人
・中
山
政
一
人
・主
級
一
人
・也
生
四
人

・

山県中山
二
人
を
む
き
、
下
部
は
大
誠
一
人
・少
制
一
人
・

主
眼
一
人
・習
生
=
一
人
・集
中
山二
人
を
白
い
た
の
で
あ

る
。
た
ど
何
人
が
こ
れ
ら
の
宮
に
任
ぜ
ら
れ
た
か

は
、
耐
同
共
に
一
も
之
を
知
る
こ
と
を
得
ぬ。

罰百
{ 

"'" 
J
グ
ウ
ケ

グ
ン
シ
ヨ
ザ
ツ
シ
ョ
ウ

叫
陣
容
様
抄

三
十

一
加
。

狩
谷
間
友
が
古
容
を
主
と
し
、
近
代
の
入
々
の
随
鋲

考
諮
等
を
欽
諒
し
た
も
の
で
、
内
-
加
は
目
録
で
あ

る
。
文
則
容
が
二
加
あ
っ

亡
、
六
開
制
の
伎
抄
で
あ
る
。

グ
ン
ソ
ウ
ハ
タ
マ
ト
ヒ
ト
ウ
ズ
キ

軍
総
統
錨
等

国
記
一
加
。
前
同
綱
紀
の
天
利
・元
職
中
に
定
め

た
、
滞
侠
以
下

一
切
の
諸
士
の
餓

-
M
総

指

物

・前

立
・腹
指
・帥
朋
羽
織
等
を
闘
録
し
た
・も
の
で
あ
る
。

グ
ン
ダ
イ

郡
代

前
凶
綱
紀
の
創
世
し
た
滞
度
。

松
市
出
公
地
問
雑
訴
に
、
郡
代
は
新
川・

椴
松
・
射
水
・

能
奄
出
世
・
口
各
市
に
一
人
を
笹
〈
が
、
加
問
に
在
つ

亡
は
雨
城
あ
る
が
放
に
之
を
置
か
ぬ
。
ま
た
在
郷
の

侍
概
ね
一
部
十
人
、

奥
力
と
合
は
せ
て
凡
そ
四
十

騎
、
こ
の
外
部
中
の
役
人
笹
山
見
下
に
随
ふ
な
ど
L
あ

る
。
後
悦
糊
代
と
い
ふ
も
の
は
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。

グ
ン
ダ
ニ

窓
谷

邸
主
部
脅
山
の
内
の
小
芋
。

グ
ン
ダ
ニ
ガ
ハ

軍
谷
川

鼠
主
制
下
山
と
赤
附

の
績
な
る
冊
目
的
廿
に
渡
し
て
務
に
入
る
細
流
で
あ
る
。

ヲ
ン
ド
ウ
訓
導

明

倫
堂
の
教
師
で
、
助
教
に

弐
ぎ
、
そ
の
都
放
あ
る
時
は
代
り
て
術
助
を
L
た
。

役
料
三
十
依
。
天
保
十
年
の
内
中
政
修
制
以
後
こ
の
輸

が
あ
る
。

グ
ン
ガ
h
y
シ
チ
ト
空

軍
皐
七
億

一
加
。
江
戸

に
於
い
亡
小
幡
公
沼
が
定
め
た
誕
祭
怒
巡
の
七
館
、

即
ち
軍
法
城
取
・
古
今
・沼
配
・

m
m・働
法
・耐
訟
の

七
円
に
就
い
亡
、
有
神
永
』
は
が
説
明
を
加

へ
た
も
の
。

貸
永
二
年
の
し
刊
で
あ
る
。

グ
ン
カ
テ
ン
モ
ン
シ
ョ
ウ
ズ
セ
ツ

窓
家
天
文
章

団
設
二
加
。
則
行
忠
柄
。
兵
ハ
山
地
に
於
い
亡
‘
天

文
を
見
亡
敵
の
迦
拍
手
ら考
へ
る
こ
と
を
犯
し
た
も
の

で
、
政
に
平
保
一川
年
各
十
』
山
山
山
門
人
刷
際
九
郎
と

あ
る
。
グ
ン
カ
ン

霊

鐙

加

到
掛
川
が
和
総
取
を
設
也
せ

ん
と
の
怠
芯
を
有
す
る
に
主
っ
た
は
、
安
政
元
年
江

戸
の
懸
一部
屋
般
七
を

L
C
淑
舷
の
校
裂
を
治
ら
し

め
、
七
且
滞
に
釘
し
て
前
川
狩
撲
の
脱
切
に
供
し
た

尚
に
在
る
。
次
い
で
=
一
年
八
且
同
印
刷
右
衛
門
之
式

は
、
務
の
搭
防
を
完
全
な
ら
し
め
る
お
、
市
艦
建
造

の
必
裂
を
建
滅
し
た
が
、
肌口
闘
の

E
開
削
な
る
を
以

亡
、
未
だ
若
手
す
る
を
得
な
か
っ
た
。
然
る
に
滞
米

に
来
。
文
久
二
年
に
汽
倣
渡
御
九
が
あ
の
、
川
出
郎
元

年
に
汽
叫
間
半
一
円
虫
丸
と
帆
船
有
明
九
が
あ
旬
、
同
年

摘
出
御
丸
を
上
総
に
改
造
し
亡
剣
州
出
丸
と
い
ひ
、
阿
世
惚

=
一
年
帆
防
駿
相
丸
と
帆
紡
起
栄
丸
が
あ
れ
り
、
明
治
元

年
汽
紡
峠
伯
尚
丸
を
得
亡
合
計
六
必
を
数
へ
る
こ
と
に

h
y
ン
ド
ウ
主
イ
カ
ヲ
ヨ
ウ
カ
イ

君
道
大
問
中
要
解

一
州
問
。
中
島
恒
久
者
。
天
明
八
年
江
戸
須
原
屋
茂
兵

衛
・大
震
藤
屋
弼
兵
衛
・宗
郡
松
浦
密
兵
衛
板
。
大
阜

の
経
一
誌
に
駐
併
を
加

へ
亡
、
閉
館
を
明
ら
か
に
す

.. 

" 

二
七
四

る
は
治
凶
安
民
の
本
鋭
、
午
一
侠
の
お
に
務
む
べ
き
危

な
る
こ
と
を
続
い
た
も
の
。

別
に
宮
田
容
の
一
編
が
添

へ
亡
あ
る。

テ
ン
ト
タ
ジ

蕊
徳
寺

認
宗
東
振
に
局
す
る
。

グ
ン
ポ
ウ

軍
法
加
れ
滞
中
期
以
後
の
説
法
は
、

郭
ら
叩
州
統
で
、
抽
附
士
有
内
氏
が
之
を
司
0
.
附
隊

行
低
の
法
、
域
地
別
川
H
H

の
こ
と
、
凡
べ
て
そ
の
研
究

指
導
に
任
ず
る
加
で
あ
っ
た
o
依
に
有
抑
氏
本
交
の

出
身
で
滞
俣
の
近
討
に
在
る
も
の
は
、
一

室
に
於
い

て
そ
れ
等
の
諸
制
資
に
従
ひ
、
何
人
も
そ
こ
に
入
る

こ
と
を
泊
さ
な
か
っ
た
。

h
y
ン
ポ
ウ
ズ
カ
イ

憲
法
岡
解

-
加
。
有
神
武

氏
の
一
唱
。
攻
城
・
配
的
等
を
附
附

L
た
・
も
の
で
、
迎

永
七
年
の
作
で
あ
る
。

テ
ン
ポ
h
y
シ
ユ
ウ

震
盤
集
六
加
。
医
師
山
二
年

森
田
市
次
話
。
前
川
利
家
か
ら
以
降
利
山
山
の
必
去
に

至
る
聞
の
般
向
相
官
に
し
て
、
制
批
仰
山
間
な
ど
に
時
間
っ

て
ゐ
た
も
の
L
集
録
で
あ
る
。

h
y
ン

モ

ウ

訓
蒙

明
倫
設
の
敬
服
で
、
訓
諒
に

次
ぎ
、
下
机
酬
の
も
の
に
索
、
制
を
授
け
る
。
組
外
以
上

の
子
弟
之
に
召
出
さ
れ
、鋭
十
枚
を
扶
符
せ
ら
れ
た
。

天
保
十
年
の
則
↑
政
修
抑
制
以
後
こ
の
股
が
あ
る
。

グ
ン
ヤ
安

定
役

士
人
は
一
切
早
あ
る
時
そ
の

知
行
商
に
郎
ず
る
陸
凶
を
従
へ
武
H
H
を
即
位
へ
亡
出
陣

せ
ね
げ
な
ら
ぬ
。
之
を
軍
役
と
い
う
た
。
そ
の
制
合

に
説
い
て
は
、
前
山
利
お
の
隠
長
品
川
年
一一
一
月
什
六
日

附
の
も
の
が
あ
る
が
、
極
め
て

m
mな
，も
の
で
あ
っ

た
。
次
い
で
大
坂
耐
度
の
役
の
鮎
果
、
元
利
ご
年
九

且
十

一
日
附
で
和
郡
釧
に
飢
定
ぜ
ら
れ
た
。
後
前
問

綱
紀
の
元
品
開
山
・裂
に
紛
読
な
紙
袋
ほ
役
の
税
制
?
が
定

め
ら
れ
、
前
凶
治
倫
の
安
永
二
年
に
も
ま
た
改
定
せ

ら
れ
て
ゐ
る
。

し
か
し
、
限
設
の
後
で
あ
る
か
ら
、

岡
京
川
州
儲
又
に
在
っ
て
、


